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令和6年度ブルーカーボンWG報告

椹野川河口域・干潟自然再生協議会
ブルーカーボンWG

令和6年度ブルーカーボンWG活動
4月 第1回WG・勉強会
5月 アマモ造成活動
7月 アマモ見学会(中止)
11月 アマモ見学会
1月 第2回WG

活動報告
下種更新法によるアマモ場造成

椹野川河⼝域・⼲潟⾃然再⽣協議会
ブルーカーボンワーキンググループ

令和7年1⽉18⽇
⼭⼝⼤学農学部 協⼒研究員

岩⾕ 潔

カーボンクレジットにおけるアマモ場造成
ブルーカーボンクレジットの対象となるアマモ場は、アマ
モ場再⽣活動が認証されたアマモ場であるため、アマモ場
の維持、観察、造成をセットにした活動が重要。

アマモ場造成⼿法の種類

海中で種子を成熟させ播種

平成18年3月山口県アマモ場造成指針

ロープ式下種更新法
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ロープ式下種更新法
熊本県⽴芦北⾼校林業科アマモ班が考案した播種⽅法
林業技術の天然下種更新法がヒント

https://hitoumi.jp/library/report/05_ashikita.pdf

アマモ（⽢藻 Zostera marina L.）

https://mie-u.repo.nii.ac.jp/record/10430/files/M2008079.pdf

アマモ（⽢藻 Zostera marina L.）
・「⽔深数メートルの沿岸砂泥地に⾃⽣」
⇒好適地で発芽する種⼦の戦略

淡⽔刺激（河⼝付近の浅い場所）
嫌気環境（砂泥に埋まっている）
好気環境（深く埋まりすぎていない）
温度（次世代を残せる季節の選択）

様々な発芽刺激：
⾃⽣する場所
によって好適
刺激が異なる

↓
遺伝的多様性

成熟した種⼦ 発芽初めの
種⼦

胚軸

胚軸
葉

アマモ（⽢藻 Zostera marina L.）

⽣殖株
（花枝）

花穂

種⼦
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5月9日花穂採取および設置作業風景 作業⾵景

花穂設置作業風景

約300本の花穂を現場に設置した

作業⾵景

一部はきらら浜自然公園の汽水池
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設置位置 活動場所周辺の孤立群落の観察
（2025.1.16）

孤立群落が形成されていた

現地で発見された実生

葉長10cm程度

活動場所に新たな実生が発見されたが，これらは下
種更新法の効果によるものとみられる．

夜間のためどの程度の実生があるかは未調査

新光産業きらら浜自然観察公園
（県立）における里海体験場の

創設について
～造成干潟におけるアマモ移植

の検討～

山口県環境保健センター水質分析G 元永 直耕
自然保護課 主任技師 柿薗 博美

2025/01/18 椹野川河口域・干潟自然再生協議会 ブルーカーボンWG
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新光産業きらら浜自然観察公園
（県立）

汽水池
の一部

約150 m２

(30 m×5 m)

場所

約60 t
（九州由来

の海砂）

投
入
量

2020.2、
2020.9～
11

投入
時期

管理主体 NPO法人野鳥やまぐち（きらら浜自然観察公園指定管理者、自然再生協議会委員）
目 的 山口湾の自然を再現した園内に砂質の干潟を造成→環境学習の場を創出

アサリの成育場所の形成
海砂投入前（２０１９年３月）

海砂投入後（２０２０年３月）
干潟ふれあいゾーン
親水広場2019～

新たなプログラム
水生生物 子供用胴長を着用した干潟体験、水生生物の罠引上

ミニ水族館2021～

きらら浜自然観察公園 里海体験の場
づくりについて

R３～R5に実施してきたこれまでの結果を整理し、どのように実施するかを協議

協議会

環境保健C

自然保護課

野鳥やまぐち

Ⅱ型共同研究

国環研

他地環研

【目的】
・里海再生活動と自然観察公園の

相互連携
・アサリ等生物多様性確保
・自然観察公園の活性化
・汽水池の有効利用

【取組】
・助成金等を利用し干潟を造成
・汽水池・干潟エリアでアサリ育成
・観察会の実施（底生生物、罠）
・生物調査

【目的】
・人との関わりが強い干潟などの

生態系機能・サービス環境価値
の評価手法を検討

・市民にとって「安心感のある」
（やりがい、参加しやすさ等）
要素を評価

【取組】
・アサリの生息域に係る調査研究
・稚貝調査等の基礎調査

水土舎

連係

母貝団地

山口湾南潟

干潟の
稚貝調査

（設置場所選定）

着底
成長被覆網設置

網袋設置 投入
採捕

産卵

付近の自然観察公園で再現可能か？

南潟きらら浜

期待される効果（里海再生活動の相補的な役割）
①アサリ幼生の供給場所（母貝団地の形成、生息代替地）
②アクセスが容易、参加者に安全な干潟観察・潮干狩り

場の創設

椹野川河口干潟（南潟）きらら浜自然観察公園

山口湾

きらら浜で、より安全な里海体験の場の創出 ＋ 気候変動対策（生息代替地の確保）
基礎調査の結果から、ゾーン分けを実施

2023年度までの調査結果

5

里海体験場のゾーン分け

干潟エリア 汽水池

造成干潟

ビジターセンター

干潟エリア 汽水池

造成干潟

ビジターセンター

造成干潟：潮干狩り場 × アマモ場はどうか？
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進捗状況(アマモ生育状
況）2024/5/27

岩屋産の花枝
園内のアマモ漂着物から花枝採集

下種更新用花枝
＋種子回収⇒網袋へ

8/21 網袋の種子回収
下種更新用花枝束見当たらず。種を回収・
冷蔵庫に保存

12/06 アマモの根を確認 12/26 アマモの葉を確認、ポット移植

今後の
予定

今年3月に、民間企業とアサリ稚貝の着底場所を設置

するイベントを企画しており、あわせて、アマモの
苗のお披露目、移植を予定

アマモ見学会（高温のため中止）
熱中症警戒アラートが発出されており⾼温により⾼齢者の熱中症リスクが⾼いと判断

アマモ見学会

令和6年度アマモ見学会
◎日時 11月4日（月・祝） 13:00～15:00
◎集合場所 山口県漁協吉佐支店山口支所
◎参加者 事務局6名、一般参加者４名
◎スケジュール
12:00 漁協集合～事務局打合せ～受付
13:00～13:15 レクチャー
13:15～ 出航（2隻）

４箇所見学（箱メガネ・水中カメラ）
岩屋（山大ボート合流）、南潟、きらら、秋

穂湾内
15:00 帰港 ～事務局レビュー（漁協）
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見学会実施状況

⼭⼝湾 アマモ場 阿知須 コアマモ場

岩屋付近アマモ場

きららドーム付近
コアマモ場

撮影：中電技術コンサルタント

測線上のアマモの状況

アマモ場の底質は易分解性有機物（IL100-300）・難分解性有機物(IL400-
600)，有機炭素の含有量が高く，底質の降伏応力が高まる（再懸濁しにくい）

山口大BC関連研究 アマモ場の底質中の難分解性有機物の蓄積
（岩屋測線）

400℃〜600℃強熱減量
（難分解性有機物）
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山口大BC関連研究 アマモの漂着量調査

 乾燥密度の算出

→乾燥密度 5.6 kg m⁻³

 アマモの漂着量（海岸線長307.0 
m） 体積(㎥) ⾯積(㎡) 乾燥質量(㎏) C(㎏) N(kg) P(kg)
全体 8.787 176.6 49.248 20.319 1.292 0.082

海岸線⻑あたり 0.029 0.575 0.160 0.0662 0.0042 0.0003
※CNPはアマモの組成分析結果から算出

山口大BC関連研究 現地砂浜でのアマモ草体の分解実験

アマモの減少率

一元配置分散分析

マクロベントスとアマモの減少率の関係

・P≦0.05よりアマモの減少率の差は有意
・約19％がマクロベントスにより摂食されたと考えられる
・日光＋溶出，微生物よりも分解に寄与している可能性

・マクロベントス個体数・湿質量とアマモの減少率には正の相関がある

平均(％) 差(％) P-値
網⽬1㎜ 36.2
直径4㎜ 55.4 19.2 0.00004

2)4)

山口大BC関連研究 アマモをハマトビムシ科に摂
⾷させる実験

摂⾷後の砂の洗浄回収⽔にはタンパク質のほか，フルボ酸様有機物が含ま
れていた＝溶存難分解性有機物が増加＝ブルーカーボンへ？

ハマトビムシ科
・南潟で多く見られた
・既往研究より5月に最も
多いMBであった

アマモディスク
直径6㎜

3次元蛍光分析結果（ハマトビムシ＋アマ
モ，15日）

KY0

⮚アマモ再生活動・観察会（5月実施）
✧時期：5月上旬前後
✧場所：長浜海岸北部のアマモが密なエリアの隣接域（令和
6年度実施区）

✧再生活動方法：ロープを用いた下種更新のための花枝採集
✧観察会方法：干潮時に採取を実施・少し沖合で地引網を実
施，参加者も引くなら参加者名が特採が必要（1か月前ま
でに締め切り）

⮚勉強会（年2回）
宇部港湾所⻑など／九州⼤学のBC研究者
⮚その他

次年度予定
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